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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月9日(2013.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）２～２６ｇのブドウ糖；および
　ｂ）１２～４５ｇの、１８％超の分岐鎖アミノ酸を含むアミノ酸を含み；
４５０ｍＬ未満の体積を有する剤形である、非経口投与用の透析中非経口栄養（ＩＤＰＮ
）無菌水溶液であって、ブドウ糖とアミノ酸は同じ溶液中に存在し、溶液は室温で少なく
とも２４時間安定である、前記溶液。
【請求項２】
　アミノ酸が、リジン、ロイシン、フェニルアラニン、バリン、ヒスチジン、イソロイシ
ン、メチオニン、トレオニン、トリプトファン、アラニン、アルギニン、グリシン、プロ
リン、グルタミン酸、セリン、アスパラギン酸、およびチロシンを含む、１７種のアミノ
酸を含む、請求項１に記載の溶液。
【請求項３】
　脂質を含まない、請求項１または２に記載の溶液。
【請求項４】
　炭水化物を含まない、請求項１～３のいずれか１項に記載の溶液。
【請求項５】
　８～２５ｇの量で溶液中に存在する脂質を含む、請求項１または２に記載の溶液。
【請求項６】
　５質量／体積％未満の量で溶液中に存在する脂質を含む、請求項１または２に記載の溶
液。
【請求項７】
　５～３０質量／体積％の量で溶液中に存在する脂質を含む、請求項１または２に記載の
溶液。
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【請求項８】
　１～１０質量／体積％のブドウ糖、７～２０質量／体積％のアミノ酸、および５質量／
体積％未満の脂質を含む、血液透析に併せて非経口投与する、血液透析患者における栄養
失調の治療または予防に用いるための水性組成物であって、ブドウ糖、アミノ酸および脂
質は同じ組成物中に存在する、前記組成物。
【請求項９】
　少なくとも１８％のアミノ酸が分枝鎖アミノ酸である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　２～７％のブドウ糖、および９～１６％のアミノ酸を含有する、請求項８または９に記
載の組成物。
【請求項１１】
　体積で４３０ｍＬ未満である、請求項８～１０のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１２】
　患者の体重測定値、および血液透析時間に基づき配合される、請求項８～１１に記載の
組成物。
【請求項１３】
　血液透析時間が２～４．５時間である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　血液透析時間が患者の体重測定値に基づく、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　最初の投与後３ヶ月以内に患者のアルブミン値を０．１ｇ／ｄＬ上昇させる、請求項８
～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　患者のアルブミン値が少なくとも約３．８ｇ／ｄＬに上昇する、請求項８～１５のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　患者の血糖値の調整に用いられる、請求項８～１６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
　血液透析前の血糖値の２０％以内の血糖値を血液透析後に患者が有する、請求項８～１
７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
　患者が糖尿病である、請求項８～１８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　静脈点滴チャンバによって血液透析装置に導入される、請求項８～１９のいずれか１項
に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　［１］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方法
であって、患者の体重測定値に基づき１～１０質量／体積％のブドウ糖、７～２０質量／
体積％の、少なくともその１８％が分岐鎖アミノ酸であるアミノ酸、および５質量／体積
％未満の脂質を含む水性組成物を配合すること、並びに血液透析に併せて該水性組成物を
非経口的に投与すること、を含む方法。
　［２］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方法
であって、患者の体重測定値に基づき、０．１ｇ／ｍＬ未満のブドウ糖、および７～２０
質量／体積％のアミノ酸を含む水性組成物を配合すること、並びに血液透析に併せて該水
性組成物を非経口的に投与すること、を含む方法。
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　［３］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方法
であって、患者の体重測定値に基づき、０．１ｇ／ｍＬ未満のブドウ糖、および７～２０
質量／体積％のアミノ酸を含み、脂質を含まない水性組成物を配合すること、並びに血液
透析に併せて該水性組成物を非経口的に投与すること、を含む方法。
　［４］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方法
であって、脂質、ブドウ糖、フルクトース、スクロース、ラクトース、ガラクトース、マ
ンノース、マルトース、リボース、アラビノース、ソルボース、グリセルアルデヒド、ま
たはグリセリンを含まず、患者の体重測定値に基づき７～２０質量／体積％のアミノ酸を
含む水性組成物を配合すること、並びに血液透析に併せて該水性組成物を非経口的に投与
すること、を含む方法。
　［５］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方法
であって、炭水化物および脂質を含まず、患者の体重測定値に基づき７～２０質量／体積
％のアミノ酸を含む水性組成物を配合すること、並びに血液透析に併せて該水性組成物を
非経口的に投与すること、を含む方法。
　［６］前記組成物が炭水化物を含まない、［１］～［５］に記載の方法。
　［７］前記組成物が脂質を含まない、［１］または［２］に記載の方法
　［８］前記配合が意図される血液透析時間にさらに基づく、［１］～［４］に記載の方
法。
　［９］前記血液透析時間が２～４．５時間である、［１］～［４］に記載の方法。
　［１０］前記血液透析時間が２．７５～４時間である、［１］～［４］に記載の方法。
　［１１］前記栄養失調の治療が１～３ヶ月以内に前記患者のアルブミン値を０．２～０
．４ｇ／ｄＬ上昇させることを含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［１２］前記栄養失調の治療が前記患者のアルブミン値を少なくとも約３．８ｇ／ｄＬ
まで上昇させることを含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［１３］前記患者のアルブミン値が前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０．
１ｇ／デシリットル増加する、［１］～［４］に記載の方法。
　［１４］前記患者のアルブミン値が前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０．
２ｇ／デシリットル増加する、［１］～［４］に記載の方法。
　［１５］前記組成物が体積で４３０ｍＬ未満である、［１］～［４］に記載の方法。
　［１６］透析中、水性組成物の注入に付随する前記患者が受ける副作用が減少する、［
１］～［４］に記載の方法。
　［１７］前記副作用が呼吸困難、呼吸数増加、ラ音、水腫、高血圧症、ヘルニア、また
は不安症である、［１６］に記載の方法。
　［１８］前記患者が透析中に高血糖症を発症する頻度が減少する、［１］～［４］に記
載の方法。
　［１９］前記患者が、患者の血液透析前の血糖値から１～２０％の範囲内である血液透
析後の血糖値を有する、［１］～［４］に記載の方法。
　［２０］前記患者が、患者の血液透析前の血糖値から１～１０％の範囲内である血液透
析後の血糖値を有する、［１］～［４］に記載の方法。
　［２１］前記患者が、患者の血液透析前の血糖値から１～５％の範囲内である血液透析
後の血糖値を有する、［１］～［４］に記載の方法。
　［２２］前記患者が透析中に貯留する体液が減少する、［１］～［４］に記載の方法。
　［２３］前記患者が透析中に０～５リットルの体液を失う、［１］～［４］に記載の方
法。
　［２４］前記患者が透析中に０～４リットルの体液を失う、［１］～［４］に記載の方
法。
　［２５］前記患者が透析中に０～３リットルの体液を失う、［１］～［４］に記載の方
法。
　［２６］前記患者が透析中に０～２リットルの体液を失う、［１］～［４］に記載の方
法。
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　［２７］前記患者が透析中に０～１リットルの体液を失う、［１］～［４］に記載の方
法。
　［２８］前記患者が糖尿病を有する、［１］～［４］に記載の方法。
　［２９］水性組成物が脂質を含まない、［１］～［４］に記載の方法。
　［３０］アミノ酸が少なくとも１８％の分岐鎖アミノ酸を含む、［２］～［４］に記載
の方法。
　［３１］アミノ酸が２０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［３２］アミノ酸が３０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［３３］アミノ酸が４０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［３４］アミノ酸が５０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［１］～［４］に記載の方法。
　［３５］患者が体液重量を増加させずに血液透析を終える、［１］～［４］に記載の方
法。
　［３６］前記栄養失調の治療または予防が、患者の血糖値を調節することを含む、［１
］～［４］に記載の方法。
　［３７］前記患者の血糖値が、血液透析前から血液透析後までに１０％未満変化する、
［１］～［４］に記載の方法。
　［３８］前記患者の血糖値が、血液透析前から血液透析後までに少なくとも２％減少す
る、［１］～［４］に記載の方法。
　［３９］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
ａ） ２～２６ｇのブドウ糖；および
ｂ） １２～４５ｇの、１８％超の分岐鎖アミノ酸を含むアミノ酸を含み；
４５０ｍＬ未満の体積を有する剤形である、組成物。
　［４０］アミノ酸が２０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［３９］に記載の組成物。
　［４１］アミノ酸が３０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［３９］に記載の組成物。
　［４２］アミノ酸が４０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［３９］に記載の組成物。
　［４３］アミノ酸が５０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［３９］に記載の組成物。
　［４４］脂質をさらに含む、［３９］に記載の組成物。
　［４５］前記組成物が脂質を含まない、［３９］に記載の組成物。
　［４６］脂質が５～３０質量／体積％の量で水性組成物中に存在する、［４４］に記載
の組成物。
　［４７］脂質が５質量／体積％未満の量で水性組成物中に存在する、［４４］に記載の
組成物。
　［４８］微量栄養素をさらに含む、［３９］に記載の組成物。
　［４９］前記組成物が、該水性組成物の非経口投与に適切な滅菌容器内に入れられる、
［３９］に記載の組成物。
　［５０］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
a） ０．１ｇ／ｍＬ未満のブドウ糖；および
b） １２～４５ｇのアミノ酸を含み、
４５０ｍＬ未満の体積を有する脂質を含まない剤形である、組成物。
　［５１］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
１２～４５ｇのアミノ酸を含み、
４５０ｍＬ未満の体積を有する脂質および炭水化物を含まない剤形である、組成物。
　［５２］アミノ酸が１７種のアミノ酸を含む、［５１］または［５２］に記載の組成物
。
　［５３］１７種のアミノ酸が、リジン、ロイシン、フェニルアラニン、バリン、ヒスチ
ジン、イソロイシン、メチオニン、トレオニン、トリプトファン、アラニン、アルギニン
、グリシン、プロリン、グルタミン酸、セリン、アスパラギン酸、およびチロシンである
、［５１または５２に記載の組成物。
　［５４］アミノ酸が少なくとも１８％の分岐鎖アミノ酸を含む、［５１］または［５２
］に記載の組成物。
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　［５５］アミノ酸が２０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［５１］または［５２］に記載
の組成物。
　［５６］アミノ酸が３０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［５１］または［５２］に記載
の組成物。
　［５７］アミノ酸が４０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［５１］または［５２］に記載
の組成物。
　［５８］アミノ酸が５０％超の分岐鎖アミノ酸を含む、［５１］または［５２］に記載
の組成物。
　［５９］微量栄養素をさらに含む、［５１］または［５２］に記載の組成物。
　［６０］前記組成物が、該水性組成物の非経口投与に適切な滅菌容器内に入れられる、
［５１または５２に記載の組成物。
　［６１］前記組成物が脂質を含まない、［５１］に記載の組成物。
　［６２］前記組成物が炭水化物を含まない、［５２］に記載の組成物。
　［６３］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
ａ） ２～２６ｇのブドウ糖；および
ｂ） １２～４５ｇのアミノ酸を含み、
４５０ｍＬ未満の体積を有する剤形である、組成物。
　［６４］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
ａ） ２～２６ｇのブドウ糖；
ｂ） １２～４５ｇのアミノ酸；および
ｃ） ８～２５ｇの脂質を含む、組成物。
　［６５］アミノ酸が１７種のアミノ酸を含む、［６３］に記載の組成物。
　［６６］１７種のアミノ酸が、リジン、ロイシン、フェニルアラニン、バリン、ヒスチ
ジン、イソロイシン、メチオニン、トレオニン、トリプトファン、アラニン、アルギニン
、グリシン、プロリン、グルタミン酸、セリン、アスパラギン酸、およびチロシンである
、［６５］に記載の組成物。
　［６７］脂質をさらに含む、［６３］に記載の組成物。
　［６８］脂質が５～３０質量／体積％の量で水性組成物中に存在する、［６７］に記載
の組成物。
　［６９］脂質が５質量／体積％未満の量で水性組成物中に存在する、［８］に記載の組
成物。
　［７０］微量栄養素をさらに含む、［６３］に記載の組成物。
　［７１］前記組成物が、該水性組成物の非経口投与に適切な滅菌容器内に入れられる、
［６３］に記載の組成物。
　［７２］栄養失調の治療または予防を、それを必要とする血液透析患者において行う方
法であって、患者の体重測定値および透析期間に基づき１～１０質量／体積％のブドウ糖
、７～２０質量／体積％のアミノ酸および５質量／体積％未満の脂質を含む水性組成物を
配合すること、並びに血液透析に併せて該水性組成物を非経口的に投与すること、を含む
方法。
　［７３］前記患者が３４ｋｇ未満の体重を有する、［７２］に記載の方法。
　［７４］前記栄養失調の治療が、１～３ヶ月以内に前記患者のアルブミン値を０．２～
０．４ｇ／ｄＬ上昇させることを含む、［７２］に記載の方法。
　［７５］前記栄養失調の治療が、前記患者のアルブミン値を少なくとも約３．８ｇ／ｄ
Ｌまで上昇させることを含む、［７２］に記載の方法。
　［７６］前記水性組成物が２～７％のブドウ糖および９～１６％のアミノ酸を含む、［
７２］に記載の方法。
　［７７］前記血液透析が、Ｆｒｅｓｅｎｉｕｓ２００８シリーズ、Ｂ．ＢｒａｕｎＤｉ
ａｌｏｇ＋、Ｇａｍｂｒｏ ＰｈｏｅｎｉｘＳｙｓｔｅｍ、Ｒｅｄｙ２０００、Ｂａｘｔ
ｅｒ ＳＰＳ５５０／１５５０、Ａｌｔｈｉｎ１０００、Ａｌｔｈｉｎ Ａｌｔｒａｔｏｕ
ｃｈ１０００、ＡｌｔｈｉｎＴｉｎａ、Ｍｅｒｉｄｉａｎ、Ａｕｒｏｒａ ｓｙｓｔｅｍ
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１０００、ＮｘＳｔａｇｅ Ｓｙｓｔｅｍ、またはＦｒｅｓｉｎｉｕｓ２００８Ｋ透析装
置を用いて実行される、［７２］に記載の方法。
　［７８］前記水性組成物が静脈点滴チャンバ（venous drip chamber）によって血液透
析装置に導入される、［７２］に記載の方法。
　［７９］前記患者が前記水性組成物を週に１～５回投与される、［７２］に記載の方法
。
　［８０］前記患者のアルブミン値が、前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０
．１ｇ／デシリットル増加する、［７２］に記載の方法。
　［８１］前記患者のアルブミン値が、前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０
．２ｇ／デシリットル増加する、［７２］に記載の方法。
　［８２］前記患者が約１～約１８歳である、［７２］に記載の方法。
　［８３］前記組成物が体積で４３０ｍＬ未満である、［７２］に記載の方法。
　［８４］透析中、水性組成物の注入に付随する前記患者が受ける副作用が減少する、［
７２］に記載の方法。
　［８５］前記副作用が呼吸困難、呼吸数増加、ラ音、水腫、高血圧症、ヘルニア、また
は不安症である、［８４］に記載の方法。
　［８６］前記患者が透析中に高血糖症を発症する頻度が減少する、［７２］に記載の方
法。
　［８７］前記患者が透析中に貯留する体液が減少する、［７２］に記載の方法。
　［８８］前記患者が糖尿病を有する、［７２］に記載の方法。
　［８９］水性組成物が脂質を含まない、［７２］に記載の方法。
　［９０］非経口投与が一定期間に渡って行われ、該一定期間が患者の体重測定値に基づ
く、［７２］に記載の方法。
　［９１］小児科の血液透析患者において栄養失調を治療または予防する方法であって、
該方法は患者に無菌水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約１２４ｍ
Ｌ～約３５７ｍＬの全体積中に約４ｇ～約１９ｇの量のブドウ糖および約１３．５ｇ～約
４２ｇの量のアミノ酸を含み、該患者は９ｋｇ～３３ｋｇの体重を有しており、該投与は
１７ｍＬ／時～１２７ｍＬ／時の注入速度で行われる、方法。
　［９２］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２４ｍＬであり、注入速度は２
３ｍＬ／時または４５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１５６ｍＬであり、注入速度は２８ｍＬ／
時または５７ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は１９８ｍＬであり、注入速度は３６ｍＬ／時ま
たは７２ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１１ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２３９ｍＬであり、注入速度は４３ｍＬ
／時または８７ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１４ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８０ｍＬであり、注入速度は５１ｍＬ／時
または１０２ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９３］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は５ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２５ｍＬであり、注入速度は１
９ｍＬ／時または３９ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は８ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１５８ｍＬであり、注入速度は２４ｍＬ／
時または４９ｍＬ／時であり；
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ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１０．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２００ｍＬであり、注入速度は３１ｍＬ
／時または６２ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１３ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２４２ｍＬであり、注入速度は３７ｍＬ
／時または７４ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１６ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８３ｍＬであり、注入速度は４４ｍＬ／時
または８７ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９４］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２７ｍＬであり、注入速度は１
７ｍＬ／時または３４ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１６０ｍＬであり、注入速度は２１ｍＬ／
時または４３ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１２ｇであり
、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２０２ｍＬであり、注入速度は２７ｍＬ／時
または５４ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１５．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２４５ｍＬであり、注入速度は３３
ｍＬ／時または６５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１９ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８７ｍＬであり、注入速度は３８ｍＬ／時
または７７ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９５］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４６ｍＬであり、注入速度は２
７ｍＬ／時または５３ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１８９ｍＬであり、注入速度は３４ｍＬ／
時または６９ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４３ｍＬであり、注入速度は４４ｍＬ／時ま
たは８８ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１１ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２９６ｍＬであり、注入速度は５４ｍＬ
／時または１０８ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１４ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５０ｍＬであり、注入速度は６４ｍＬ／時
または１２７ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９６］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は５ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４７ｍＬであり、注入速度は２
３ｍＬ／時または４５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は８ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１９１ｍＬであり、注入速度は２９ｍＬ／
時または５９ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１０．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４５ｍＬであり、注入速度は３８ｍＬ
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／時または７５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１３ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２９９ｍＬであり、注入速度は４６ｍＬ
／時または９２ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１６ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５３ｍＬであり、注入速度は５４ｍＬ／時
または１０９ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９７］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４９ｍＬであり、注入速度は２
０ｍＬ／時または４０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１９３ｍＬであり、注入速度は２６ｍＬ／
時または５１ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１２ｇであり
、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４７ｍＬであり、注入速度は３３ｍＬ／時
または６６ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１５．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は３０２ｍＬであり、注入速度は４０
ｍＬ／時または８１ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１９ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５７ｍＬであり、注入速度は４８ｍＬ／時
または９５ｍＬ／時である、
［９１］に記載の方法。
　［９８］血液透析患者における栄養失調を治療または予防する方法であって、該方法は
患者に無菌水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約３２９ｍＬ～約８
１７ｍＬの全体積中に、約１７ｇ～約４７ｇの量のブドウ糖および約５１ｇ～約１０５ｇ
の量のアミノ酸を含み、該患者は３４ｋｇ～少なくとも７０ｋｇの体重を有しており、該
投与は４５ｍＬ／時～２９０ｍＬ／時の注入速度で行われる、方法。
　［９９］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１
７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３２９ｍＬであり、注入速度は６
０ｍＬ／時または１２０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３７９ｍＬであり、注入速度は７０ｍＬ／時
または１４０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４２１ｍＬであり、注入速度は８０ｍＬ／時
または１５５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４７７ｍＬであり、注入速度は９０ｍＬ／時
または１７５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５４３ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／
時または２００ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６２５ｍＬであり、注入速度は１１５ｍＬ／時また
は２３０ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１００］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３３８ｍＬであり、注入速度は
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４５ｍＬ／時または９０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３８９ｍＬであり、注入速度は５５ｍＬ／時
または１０５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４３３ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時
または１１５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４９０ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５５９ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６４２ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時または
１７５ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１０１］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３３４ｍＬであり、注入速度は
５０ｍＬ／時または１０５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３８３ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時
または１２０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４２７ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４８３ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５５０ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１７０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６３５ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／時また
は１９５ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１０２］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
１７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４１４ｍＬであり、注入速度は
７５ｍＬ／時または１５０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４７９ｍＬであり、注入速度は９０ｍＬ／時
または１７５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５３６ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／
時または１９５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６０７ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／
時または２２０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は６９３ｍＬであり、注入速度は１３０ｍＬ／
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時または２５５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８００ｍＬであり、注入速度は１４５ｍＬ／時また
は２９０ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１０３］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４２３ｍＬであり、注入速度は
６０ｍＬ／時または１１５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４８９ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５４８ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１４５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６２０ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１６５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は７０９ｍＬであり、注入速度は９５ｍＬ／時
または１９０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８１７ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／時また
は２２０ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１０４］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４１９ｍＬであり、注入速度は
６５ｍＬ／時または１３０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４８３ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５４２ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１７０ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６１３ｍＬであり、注入速度は９５ｍＬ／時
または１９０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は７００ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／
時または２１５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８０９ｍＬであり、注入速度は１２５ｍＬ／時また
は２５０ｍＬ／時である、
［９８］に記載の方法。
　［１０５］血液透析患者において栄養失調を治療または予防する方法であって、該方法
は患者に無菌水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約３７２ｍＬ～約
９３７ｍＬの全体積中に約１７ｇ～約４７ｇの量のブドウ糖、約５１ｇ～約１０５ｇの量
のアミノ酸、および８．６ｇ約～約２４の量の脂質を含み、該患者は少なくとも３４ｋｇ
の体重を有しており、該投与は４５ｍＬ／時～３２５ｍＬ／時の注入速度で行われる、方
法。
　［１０６］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
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１７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は８．６ｇであり、全体積は
３７２ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時、１２０ｍＬ／時、または１３５ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は４３０ｍＬ
であり、注入速度は７０ｍＬ／時、１４０ｍＬ／時、または１６０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１１．２ｇであり、全体積は４７７ｍＬ
であり、注入速度は８０ｍＬ／時、１５５ｍＬ／時、または１７５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は５４３ｍＬ
であり、注入速度は９０ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または２００ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６１９ｍＬ
であり、注入速度は１００ｍＬ／時、２００ｍＬ／時、または２２５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７１５ｍ
Ｌであり、注入速度は１１５ｍＬ／時、２３０ｍＬ／時、または２６０ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　［１０７］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積
は１９７ｍＬであり、注入速度は４５ｍＬ／時、９０ｍＬ／時、または１１０ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１３．８ｇであり、全体積は４５８ｍＬ
であり、注入速度は５５ｍＬ／時、１０５ｍＬ／時、または１２５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は５０９ｍＬ
であり、注入速度は６０ｍＬ／時、１１５ｍＬ／時、または１３５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は５７９ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１５５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は６６４ｍＬであ
り、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１８０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２４ｇであり、全体積は７６２ｍＬで
あり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または２０５ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　［１０８］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積
は３８５ｍＬであり、注入速度は５５ｍＬ／時、１０５ｍＬ／時、または１２０ｍＬ／時
であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は４４２ｍＬ
であり、注入速度は６０ｍＬ／時、１２０ｍＬ／時、または１４０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１３．３ｇであり、全体積は４９３ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３５ｍＬ／時、または１５５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
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、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は５５９ｍＬ
であり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は６３９ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７０ｍＬ／時、または２００ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は７３９ｍＬで
あり、注入速度は１００ｍＬ／時、１９５ｍＬ／時、または２３０ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　［１０９］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
１７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は８．６ｇであり、全体積は
４５７ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７０ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は５３０ｍＬ
であり、注入速度は９０ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または１９５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１１．２ｇであり、全体積は５９０ｍＬ
であり、注入速度は１００ｍＬ／時、１９５ｍＬ／時、または２１５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は６７３ｍＬ
であり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２２０ｍＬ／時、または２４５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は７６９ｍＬ
であり、注入速度は１３０ｍＬ／時、２５５ｍＬ／時、または２８０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は８８９ｍ
Ｌであり、注入速度は１４５ｍＬ／時、２９０ｍＬ／時、または３２５ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　［１１０］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
２３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積
は４８２ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時、１１５ｍＬ／時、または１３０ｍＬ／時
であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１３．８ｇであり、全体積は５５８ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１５０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり、
アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６２２ｍＬで
あり、注入速度は７５ｍＬ／時、１４５ｍＬ／時、または１６５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７０９ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１６５ｍＬ／時、または１９０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は８１４ｍＬであ
り、注入速度は９５ｍＬ／時、１９０ｍＬ／時、または２２０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２４ｇであり、全体積は９３７ｍＬで
あり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２２０ｍＬ／時、または２５０ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　［１１１］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は
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２０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積
は４７０ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１４５ｍＬ／時
であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は５４２ｍＬ
であり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は６０６ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７０ｍＬ／時、または１９０ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６８９ｍＬ
であり、注入速度は９５ｍＬ／時、１９０ｍＬ／時、または２１５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７８９ｍＬ
であり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２１５ｍＬ／時、または２４５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は９１４ｍＬで
あり、注入速度は１２５ｍＬ／時、２５０ｍＬ／時、または２８５ｍＬ／時である、
［１０５］に記載の方法。
　一つの態様において、本発明は、２～２６ｇのブドウ糖；および１２～４５ｇのアミノ
酸を含み；剤形が４５０ｍＬ未満の体積を有する水性組成物である、非経口投与用の無菌
水性組成物を提供する。
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